
講演＆シンポジウム
「要支援刑余者への支援とソーシャルワーク」

　累犯受刑者となっている高齢者や障害者に、私たち社会福祉士は今までどのような支援をしてきたのでしょうか。2009年度から矯正施設や更生保護施設、地域生活定着支援センターにおいて社会福祉士が配置されるなど福祉的視点がクローズアップされてきました。しかしこれら特定の機関だけではなく、本来、地域で刑余者を支援するためにはどのようなネットワークが必要なのでしょうか。そこで当研修会では、基調講演で刑余者への権利擁護を確認し、それをふまえてシンポジウムでは地域で刑余者を支援している社会福祉士等をシンポジストに迎えて、支援のネットワークを構成するそれぞれの立場からどのようなことが行えるのかを考えます。
　なお当研修会は（独）福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」助成事業として実施しています。

１．日　時　２０１０年３月１３日（土）　１３：００～１７：００
２．会　場　ホテルラフォーレ東京（東京都品川区）
　　　　ＪＲ品川駅高輪口より五反田方向へ徒歩１０分

　　　　京浜急行北品川駅より五反田方向へ徒歩３分
　　　　　　※ＪＲ品川駅からは無料送迎バスもあります。詳しくは直接会場へお問い合わせいただくか下記ホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０３－５４８８－３９１１

　　　　　　　　　　　http://www.laforethotels.com/tokyo/
３．主　催　　　　（社）日本社会福祉士会
４．後　援（予定）（社）日本社会福祉士養成校協会

５．受講対象者（下記のいずれかに該当する方）
　（１）社会福祉士

　（２）社会福祉士を目指している学生及び社会人
　（３）社会福祉士以外の司法分野に関心のある福祉関係者
６．定　員　　　３００名

７．受講費　　　無料
８．申込期間　　２月２８日（日）。申込締切前でも定員となり次第、締め切ります。

９．プログラム

　　※当研修は日本社会福祉士会生涯研修制度共通研修課程４単位になります。
	時　間
	内　容

	13:00～13:10
	　開会挨拶

	13:10～14:10
	（基調講演）「要支援刑余者の権利擁護」（仮）
講師：大石　剛一郎　氏（弁護士）

	14:10～14:30
	休憩

	14:30～17:00
	（シンポジウム）「要支援刑余者の支援とソーシャルワーク」

　コーディネーター　　野田　正人　氏（立命館大学教授）
　コメンテーター　　　大石　剛一郎　氏（弁護士）
　シンポジスト　　　　刑余者を支援している社会福祉士等（調整中：３名を予定）


	17:00
	　閉会



下記の通り申し込みます。
	（ふりがな）
申込者氏名
	
	性別
	男・女

	連絡先住所
□自宅　　□勤務先
※受講決定通知送付先になります。

※日本社会福祉士会会員はニュース送付先に送付します。
	〒　　　　　
電話：　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：

	勤務先名称
	

	社会福祉士資格の有無
	１．有り　　　　　　２．無し

	所属都道府県支部名･会員番号
（会員の場合）
	支部名　　　　　　　　　　会員番号　　　　　　　

	キャンセル待ち

(申込数が定員数を超過していた場合)
	１．希望する　　　　　　２．希望しない

	備　考
（受講にあたり特に配慮が必要な事等がありましたらご記入ください）
	


【申込方法】　必要事項をご記入のうえ、次の申込先まで郵便またはＦＡＸにてお申込下さい。

(郵便の場合はコピーしたものをお送り下さい。電話での申込は受け付けておりません。）
　【申込先・お問合せ】日本社会福祉士会　事務局(営業時間：月～金曜日　9:30～17:30)
　　　　　　　　　　　　　〒160-0004　東京都新宿区四谷１丁目13番地　カタオカビル２階
　　　　　　　　　　　　　TEL　03-3355-6541 FAX 03-3355-6543  担当／縄田
【申込締切】　２月２８日(日)
　　　　　　　※申込締切日前でも定員となり次第締め切ります。
【受講可否の連絡】
受講可否は、３月上旬に葉書にてご連絡します。
※お預かりした個人情報は当シンポジウムの運営目的以外には使用いたしません。
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